
まちの人口（平成２３年７月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,379 人（△ 3）　男 8,943 人（11）　女 9,436 人（△ 14）　世帯数 6,940 世帯（19）　※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu
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会津田島祇園祭の伝統のひとつ『田島子供歌舞伎』。

役者を演じる子どもたちをはじめ、地域住民や学

校、保存会など多くの方々の努力により伝統がしっ

かりと継承されています

田島子供歌舞伎
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そ
こ
で
町
で
は
、
子
供
歌
舞
伎
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
田
島
小
学
校
に
協
力
を
依
頼

し
、
昨
年
度
か
ら
同
校
３
年
生
が
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
、
歌
舞
伎
の
基
礎

を
学
ん
だ
り
、大
道
具
や
衣
装
の
製
作
、

効
果
音
の
作
曲
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
歌
舞
伎
に
興
味
を

持
っ
た
田
島
小
４
年
の
菊
地
翔し

ょ
う

く
ん
と

渡
部
ま
り
あ
さ
ん
が
新
た
に
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
、
他
の
子
供
役
者
と
と
も
に

田
島
祇
園
祭
に
向
け
て
、
週
２
回
、
熱

の
こ
も
っ
た
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

翔
く
ん
は
「
歌
舞
伎
は
と
て
も
お
も
し

ろ
い
。
祇
園
祭
で
は
失
敗
し
な
い
よ
う

に
が
ん
ば
る
」
ま
り
あ
さ
ん
は
「
歌
舞

伎
は
と
て
も
楽
し
い
。
本
番
で
は
上
手

に
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
」
と
田
島

祇
園
祭
で
の
上
演
に
向
け
て
や
る
気

満
々
の
様
子
で
し
た
。

　

す
っ
か
り
役
に
な
り
き
り
、
練
習
に

　

会
津
田
島
祇
園
祭
で
は
、
江
戸
時
代

末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
屋
台
上
で

子
供
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
「
学
制
」
の
制
定
等
に
よ
り
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。（
昭
和
25
年
か
ら
約
10
年

ほ
ど
は
、
地
元
青
年
会
に
よ
り
演
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。）

　

そ
の
後
は
、
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
屋
台
歌
舞
伎
の
伝
統
と
子

供
歌
舞
伎
の
希
少
性
か
ら
復
活
さ
せ
よ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
６
年

に
約
１
２
０
年
ぶ
り
に
田
島
祇
園
祭
で

子
供
歌
舞
伎
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
屋
台
上
で
の
上
演
に
と
ど

ま
ら
ず
県
内
外
で
公
演
を
行
っ
て
お

り
、
全
国
に
誇
る
町
の
郷
土
芸
能
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
少
子
化
の
進
行
な
ど
に
よ

っ
て
子
供
役
者
が
減
少
し
、
子
供
歌
舞

伎
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

１
２
０
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

　

伝
統
の
『
子
供
歌
舞
伎
』

時と

き

つ

か

ぜ

ひ

の

で

津
風
日
之
出
の
松ま

つ

　

鴫
し

ぎ

や

ま

じ

ょ

う

な

い

山
城
内
の
段

だ

ん

　

一
い

ち

の

た

に

ふ

た

ば

ぐ

ん

き

谷
嫩
軍
記　

　

須す

磨ま

の
浦

う

ら

の
段

だ

ん

　
　
　

（
子
ど
も
役
者
班
）

一
い

ち

の

た

に

ふ

た

ば

ぐ

ん

き

谷
嫩
軍
記　

　

須す

磨ま

の
浦

う

ら

の
段

だ

ん

　
　
　
　

（
大
人
役
者
班
）

南
み

な

み

や

ま

ぎ

み

ん

山
義
民
の
碑

ひ
ぶ
み

　

喜き

し

ろ

う

四
郎
子こ

別
わ

か

れ
の
段

だ

ん

　

町
を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
田
島
子
供
歌
舞
伎
」。

一
度
は
途
絶
え
た
も
の
の

町
民
の
熱
意
で
平
成
６
年
に
約
１
２
０
年
ぶ
り
に
復
活
。

し
か
し
、
近
年
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
子
供
役
者
が
年
々
減
少
・
・
・

子
ど
も
た
ち
に
歌
舞
伎
の
魅
力
を
伝
え
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

地
域
住
民
、
学
校
、
町
が
連
携
し
て
歌
舞
伎
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
。

地
域
の
伝
統
と
誇
り
で
あ
る
田
島
子
供
歌
舞
伎
は

多
く
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

隼
人
之
助･

･
･
･
･
･
･
･

佐
藤　

恭
香

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
中
学
校
１
年
）

長
沼
盛
秀･

･
･
･
･
･
･
･

渡
部　

優
華

　
　
　
　
　
　

 

（
南
会
津
高
校
１
年
）

片
倉
小
十
郎･･･････

渡
部 

真
琴

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
中
学
校
２
年
）

盛
秀
妻 

御
台
所････

湯
田
さ
や
か

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
中
学
校
２
年
）

皆
川
久
馬･

･
･
･
･
･
･

渡
部　

幸
太

　
　

 

（
下
郷
町
立
旭
田
小
学
校
３
年
）

隼
人
之
助
妻 

千
草･･･

只
浦　

美
咲

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
中
学
校
２
年
）

隼
人
之
助
子 

若
愛･･･

渡
部　

彩
夢

　
　
　
　
　

 

（
暁
の
星
幼
稚
園
年
中
）

熊
谷
次
郎
直
実･

･
･

佐
藤
菜
々
子

　
　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
高
校
１
年
）

平
敦
盛･

･
･
･
･
･
･
･

星　

英
里
奈

　
　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
高
校
１
年
）

平
山
武
者
所･

･
･
･
･

猪
股　

美
恵

　
　
　
　
　
　

 

（
檜
沢
小
学
校
６
年
）

玉
織
姫･

･
･
･
･
･
･
･
･

星　

 

萌 

佳

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
中
学
校
１
年
）

熊
谷
次
郎
直
実･

･
･

渡
部　

浩
一

平
敦
盛･

･
･
･
･
･
･
･
･

星 

慎
、
星 

貴
晴

平
山
武
者
所･

･
･
･
･

猪
股　

淳

玉
織
姫･

･
･
･
･
･
･
･
･

穴
沢　

彩
香

小
栗
山
喜
四
郎･

･
･
･

渡
部　

陽
向

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
小
学
校
４
年
）

喜
四
郎
の
母･

･
･
･
･
･

渡
部　

珠
羅

　
　
　
　
　
　

 
（
田
島
小
学
校
４
年
）

喜
四
郎
妻 

お
よ
し･･･

渡
部
ま
り
あ

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
小
学
校
４
年
）

喜
四
郎
子 

喜
一
郎･･･

星   
真 

羽

　
　
　

 

（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
年
長
）

医
師　

良
庵･

･
･
･
･
･

菊 

地   
翔

　
　
　
　
　
　

 

（
田
島
小
学
校
４
年
）

２

３

昨年の祇園祭で上演された子供歌舞伎「一

谷嫩軍記 須磨の浦の段」

指導者も驚くほどめきめきと上達してい

る渡部まりあさん ( 右 )

田島祇園祭に向け熱のこもった稽古をし

ていた新メンバーの菊地翔くん ( 左 )

１

２

３

田
島
子
供
歌
舞
伎

 
伝
統
を
守
り
、
伝
え
る
た
め
に

1

打
ち
込
む
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
表
情

が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
年
は
５
人
の
大
人
役
者
も
加
わ

り
、
子
供
役
者
と
一
緒
に
上
演
す
る
予

定
で
す
。

　

田
島
祇
園
祭
の
伝
統
を
守
る
た
め
活

躍
す
る
役
者
た
ち
に
と
っ
て
、
何
よ
り

力
に
な
る
の
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
心

温
か
い
応
援
で
す
。
ぜ
ひ
、
田
島
祇
園

祭
に
足
を
運
び
、
子
ど
も
た
ち
の
が
ん

ば
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
の
田
島
祇
園
祭
で
の
演
目
と
役
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。



平成 23 年 7 月号　広報みなみあいづ

0405

広報みなみあいづ　平成 23 年 7 月号

り
ま
す
が
、
南
会
津
町
産
の
農
作

物
か
ら
は
、
放
射
性
物
質
は
不
検

出
ま
た
は
食
品
衛
生
法
の
暫
定
基

準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た

め
ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
道
水
に
つ
い
て
も
、
町
内

31
箇
所
の
水
道
施
設
で
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

放
射
性
物
質
（
放
射
性
ヨ
ウ
素
・

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
）は
不
検
出（
検

出
下
限
以
下
）
で
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
地
震
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
も
少
な
く
、
放
射

線
量
も
低
い
南
会
津
町
か
ら
、
ふ

く
し
ま
の
元
気
を
発
信
し
て
い
く

た
め
、
６
月
１
日
に
『
南
会
津
町

安
心
宣
言
』
を
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
は
、
都
会
の
よ
う
な

便
利
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
で
す
。

　

町
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
ぐ

『
お
も
て
な
し
の
心
』
で
お
迎
え

す
る
と
と
も
に
、
四
季
折
々
の
美

し
い
自
然
を
生
か
し
、
震
災
か
ら

の
復
興
と
日
本
の
元
気
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

県
内
の
広
い
範
囲
で
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
漏
れ
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
第
1

原
発
か
ら
20
㌔
メ
ー
ト
ル
圏
内
の

「
危
険
区
域
」
や
放
射
線
量
の
高

い
「
計
画
的
避
難
区
域
」
以
外
で

も
、
放
射
線
量
が
高
く
健
康
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
地
区
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
県
内
各
地
で
小
中
学

校
や
保
育
所
の
校
庭
や
園
庭
の
表

土
除
去
や
屋
外
プ
ー
ル
使
用
中
止

の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
南
会
津
町
は
、
大
気
中

の
放
射
線
量
も
低
く
（
県
南
会
津

合
同
庁
舎
前
で
毎
時
０
．
０
６
～

０
．
０
８
㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
、
各
総

合
支
所
前
で
毎
時
０
．１
４
～
０
．

１
８
㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
）、
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
す
レ
ベ
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
作
物
に
つ
い
て
も
県

で
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ
て
お

山
間
の
田
舎
町
で
す
が

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

町
と
町
議
会
が

　

安
心
を
ア
ピ
ー
ル

町
で
の
教
育
旅
行
実
施
を
促
す

大
宅
町
長
（
左
か
ら
３
人
目
）

と
芳
賀
沼
議
長
（
同
２
人
目
）

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
風
評
被
害
は
、

福
島
県
全
域
に
大
き
な
問
題
と
し
て
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
し
、

南
会
津
か
ら
ふ
く
し
ま
の
元
気
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め

『
南
会
津
町
安
心
宣
言
』
を
宣
言
し
、
南
会
津
の
安
心
・
安
全
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

南
会
津
町 

安
心
宣
言

南会津への教育旅行誘致を図るトップセールス

教
育
旅
行
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
、
南
会
津
町
で

農
家
民
泊
を
実
施
予
定
の

東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学

校
で
は
、「
学
校
側
は
南

会
津
は
安
全
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
南
会

津
で
実
施
す
る
方
向
で
進

め
て
い
き
た
い
」
と
の
回

答
を
得
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
、
風
評

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
正
し
い

判
断
を
さ
れ
る
よ
う
呼
び

か
け
る
な
ど
、
教
育
旅
行

の
誘
致
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

～がんばっぺ南会津～
風評被害撲滅イベントキャラバン推進しています

■これまで参加した主なキャラバン事業

　

原
発
事
故
の
風
評
被
害

を
払
拭
し
よ
う
と
、
大
宅

宗
吉
町
長
と
芳
賀
沼
順
一

議
長
が
、
６
月
９
日
、
町

で
教
育
旅
行
を
予
定
し
て

い
た
学
校
を
訪
問
し
て
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

南
会
津
の
安
心
安
全
を
直

接
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
の
風
評
被
害

に
よ
り
、
当
町
で
予
定
さ

れ
て
い
た
教
育
旅
行
の
多

く
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
大
宅
町

長
と
芳
賀
沼
議
長
が
、
み

な
み
や
ま
観
光
㈱
や
会
津

高
原
リ
ゾ
ー
ト
㈱
の
担
当

者
と
一
緒
に
東
京
都
と
千

葉
県
の
小
中
学
校
を
訪
問

し
、「
南
会
津
町
は
、
大

き
な
余
震
も
な
い
し
、
放

射
線
量
も
低
く
健
康
被
害

は
ま
っ
た
く
な
い
。
風
評

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
南
会
津
町
で
教
育
旅

行
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
南
会
津
町
で
の

　南会津町は、東日本大震災の直接的被害も少なく、放射

線量も低い数値で安定し、いつもと変わらない生活環境に

あります。しかし、観光客の入込数は震災発生後から激減

しており、観光産業を中心に深刻な被害が生じています。

　去る４月２８日に立ち上げられた「南会津町風評被害対

策委員会」では、地域の活性化に欠かせない観光誘客を図

るべく、首都圏を中心に物産販売と併せて誘客キャラバン

を積極的に推進しています。

開 催 日 イベント名 会 場

5月14日（土）～
　5月15日（日）

「がんばろうふくしま」運動

首都圏スタートイベント
ＪＲ池袋駅

メトロポリタンプラザ１階

5月21日（土）～

5月24日（火）
極上の会津プロジェクト

ＰＲイベント
ＪＲ新宿駅 

新宿西口イベント広場

5月22日（日） NPOひびきの森ネットバザー
東京都文京区
駕籠町小学校

5月24日（火）～
　5月25日（水）

福 島 県 マ ル シ ェ
東京都中央区

日本橋プラザビル前

5月26日（木） 丸 の 内 野 菜 市
東京都千代田区

東京海上日動ビル前

6月4日（土） 狛江市チャリティバザー
東京都狛江市

狛江第一小学校

6月4日（土）～
　6月5日（日）

東日本大震災復興支援

イベント（１回目）
東京都台東区
上野恩賜公園

6月18日（土）～
　6月19日（日）

東日本大震災復興支援

イベント（２回目）
東京都台東区

浅草六区ブロードウェイ

6月25日（土）～
　6月26日（日）

すみだ環境フェア2011
東京都墨田区

墨田区役所 特設会場

7月2日（土）
町独自誘客イベント

花嫁さんde「南会津へいらっしゃい」
東武浅草駅、北千住駅

花嫁姿と裃姿で会津田島祇園祭への誘客

と南会津の安心安全をＰＲ

第1回東日本大震災復興支援イベント

町独自誘客イベント『花嫁さんde「南会津へいらっしゃい」』
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義援金を手渡す平野会長(中央)と馬場副会長(左)

感謝状が贈られた馬場さん（中央）

鴫山城跡などを散策した参加者

癒しの音色を奏でる宗次郎さん

山頂で思い思いに過ごす登山者

全国大会での活躍を誓うメンバーら

大宅町長らに受賞報告に訪れた星副会長、

星会長、星庶務･会計（前列右から）

■６月８日

　南郷地域区長会（会長 平野勝昭）は６月８日、東日
本大震災の義援金759,500円を日本赤十字社南会津町分
区に寄託しました。
　義援金の取組みは４月の区長会総会で決定し、南郷地
域の全世帯に協力を依頼し、１世帯当たり1,000円を目
安として取り組みました。
　集められた義援金は、平野勝昭会長と馬場一郎副会長
から大宅町長に手渡されました。

■５月２６日

　馬場睦雄さん（古町）の総務大臣感謝状贈呈式が町長室
で行われました。
　当日は、大宅町長立ち会いの下、総務省福島行政評価事
務所の赤坂仁行政相談課長より、片山善博総務大臣からの
感謝状が贈られました。
　馬場さんは、平成１５年４月から今年３月に退任される
まで、４期８年にわたり行政相談員として、行政や特殊法
人等の仕事に関する問い合わせや要望を聴き、助言を行う
など、住民と行政のパイプ役を務められました。

■６月１２日

　南会津町への誘客事業として「応援ウォークin南会
津」が開催され、県内外から参加した約８０名の参加者
が鴫山城跡や永田三十三観音など巡る約７㌔のコースを
歩きました。茨城県から参加された渡部忠重さんは「福
島を応援したいと思い参加した。南会津はいつも素通り
していたが、南会津がこんなにいい所だとは思わなかっ
た。春だけでなく秋や冬もこのような企画を計画してほ
しい」と大変満足されていました。

■５月３１日

　南会津町へ避難されている方々や風評被害に苦しむ町
民らを元気づけようと、宗次郎さんのご厚意によるコン
サートが会津高原アストリアホテルで開催されました。

「ふるさと」や「上を向いて歩こう」などのほか、子ど
もたちのために「となりのトトロ」や「ポニョ」などが
演奏され、来場者は宗次郎さんが奏でるオカリナの癒し
の音色に酔いしれました。南相馬市の数間一郎さんは「音
色がすばらしく、何とも言えない。心が癒された」と話
されていました。

■６月１２日

　開山１００周年を迎えた尾瀬国立公園田代山の山開きが
行われ、県内外から約５００人もの登山客が訪れて賑わい
ました。
　山頂では、雪の残る会津駒ケ岳や燧ケ岳を見ながら昼食
をほおばる堪能する方や熱心に高山植物を撮影する方な
ど、それぞれ思い思いに田代山を楽しんでいました。
　田代山は、１０月いっぱい登山することができ、夏から
秋にかけてはさまざまな高山植物が咲き誇り、登山者を楽
しませます。

■６月２０日

　日本最高峰の大会にあたる「第10回東京国際和太鼓コン
テスト」に、昨年に引き続き出場する龍巳会のメンバーが
町長室を訪れ、大宅町長に全国大会出場を報告しました。
　リーダーの橋本龍大くん（田島小５年）が「東北の代表
として、全国の舞台で福島の復興、東北の復興を精一杯ア
ピールしてきます」と強くあいさつすると、大宅町長が「体
に気をつけ、チームワークを大切に、昨年の成績を上回る
ようにがんばってください。皆さんの力強い太鼓で風評を
吹き飛ばしてください」と激励しました。
　副リーダーの草野琳那さん（同）は、「３以内に入賞で
きるようにがんばります」と抱負を語ってくれました。

■６月２７日

　県と福島民友新聞社が主催する平成２２年度豊かなむ
らづくり顕彰受賞事業で優秀団体表彰を受けた舘岩地域
の「たのせふるさとづくり会」(星利一会長)の表彰がこ
のほど南会津合同庁舎で行われ、星利一会長、星文雄副
会長、星廣政庶務・会計に表彰状や楯などが伝達されま
した。本来なら今年３月に福島市で全体の表彰式が行わ
れる予定でしたが、東日本大震災が発生したために中止
となりました。
　表彰式後、星利一会長らは町長室を訪れ、大宅町長ら
に受賞を報告、星会長は「小さな集落ですがまだまだが
んばって、都市住民らと積極的に交流を図っていきたい」
とさらなる活性化の取り組みに意欲を見せていました。

馬場さんに総務大臣感謝状

開山１００周年 田代山山開き

龍巳会『全国大会出場報告』
豊かなむらづくり顕彰受賞報告

南郷地域区長会義援金寄託

『応援ウォークin南会津』開催

宗次郎さん『オカリナコンサート』

滝原地区の住民によって集められたごみ

■６月５日

　滝原区（五十嵐利明区長）で、地区の委員や消防団、組
長ら２０名が参加して、不法投棄物の撤去作業が行われま
した。
　撤去作業が行われたのは、地区内の中山峠や旧中山峠、
旧八総鉱山地内で、２トントラックで４台分もの不法投棄
物が集められました。
　６月が環境月間であることから地区役員会で実施を決定
し、地区の消防団員らに参加を呼びかけて実施されました。

滝原区『不法投棄物撤去作業』



平成 23 年 7 月号　広報みなみあいづ

0809

広報みなみあいづ  平成 23 年 7 月号

②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
雪
害
等
に
よ
る
農

　
作
物
の
不
作
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理

　
由
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

③
事
業
若
し
く
は
業
務
の
休
廃
止
、
又
は
失

　
業
（
自
発
的
失
業
又
は
定
年
に
よ
る
退
職

　
を
除
く
。
）
等
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減

　
少
し
た
と
き
。

■
一
部
負
担
金
の
減
額
・
免
除

　
一
部
負
担
金
の
減
額
及
び
免
除
は
、
次
の

　
計
算
で
算
定
し
た
率
で
決
ま
り
ま
す
。

　
　
実
収
入
額
÷
基
準
生
活
費
×
１
０
０
＝

　
　
Ａ
（
％
）

　
Ａ
が
１
１
０
％
以
下
…
免
除

　
Ａ
が
１
１
０
％
を
超
え
１
２
０
％
以
下
…

　
　
8
割
減
額

　
Ａ
が
１
２
０
％
を
超
え
１
３
０
％
以
下
…

　
　
6
割
減
額

　
右
の
３
つ
に
該
当
し
て
も
徴
収
猶
予
の
取

　
扱
い
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
実
収
入
額
…
生
活
保
護
法
の
収
入
認
定
額

　
〔
世
帯
全
員
の
収
入
（
給
料
・
年
金
・
事
業

　
収
入
等
）
か
ら
税
金
・
介
護
保
険
料
・
社

　
会
保
険
料
・
家
賃
等
を
差
引
い
た
額
〕

※
基
準
生
活
費
…
生
活
保
護
法
の
保
護
の
基

　
準
で
計
算
し
た
額

■
減
額
・
免
除
の
期
間

　
減
額
・
免
除
で
き
る
期
間
は
3
か
月
以
内

　
（
生
活
状
態
に
よ
り
さ
ら
に
3
か
月
以
内
の

　
延
長
可
能
）
で
す
。
た
だ
し
、
１
か
月
単

　
位
の
更
新
制
で
す
。

　
本
庁
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
７
月
１
日
か
ら
南
会
津
町
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
災
害
・
失
業
等

に
よ
り
生
活
が
一
時
的
に
苦
し
く
な
り
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
（
個
人
負

担
金
）
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
支
払

い
を
減
額
・
免
除
又
は
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
申

請
（
申
請
書
及
び
関
係
書
類
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
対
象
世
帯

　
入
院
療
養
を
受
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世

　
帯
主
又
は
世
帯
員
が
、
左
記
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
生
活
が

　
著
し
く
困
窮
し
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い

　
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
対
象
と
な

　
り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
全
員
の
預
貯
金

　
が
生
活
保
護
基
準
額
の
3
か
月
分
を
超
え

　
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
（
生
活
保

　
護
基
準
額
は
世
帯
の
人
数
、
年
齢
等
に
よ

　
っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に

　
類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は

　
心
身
に
著
し
い
障
害
を
受
け
た
と
き
、
又

　
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き
。

☆
す
く
す
く
広
場
（
４
保
育
所
）

　
開
放
時
間
は
、
各
保
育
所
と
も
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
前
11
時
ま
で
で
す
。
す
べ
り
台

や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
楽
し
い
遊
具
も
あ
り
ま
す

の
で
親
子
で
お
気
軽
に
遊
び
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

【
田
部
原
保
育
所
】

　
第
１
、
第
３
火
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

　
０
２
４
１
（
６
２
）
３
９
９
６

【
伊
南
保
育
所
】

　
第
２
、
第
４
火
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

　
０
２
４
１
（
７
６
）
２
０
３
４

【
山
口
保
育
所
】

　
第
１
、
第
３
木
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

　
０
２
４
１
（
７
２
）
２
４
０
９

【
富
田
保
育
所
】

　
第
２
、
第
４
木
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

　
０
２
４
１
（
７
３
）
２
２
０
７

　
各
保
育
所
ま
で

 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
７
月
20
日
（
水
）
、
８
月
17
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　
福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

℡

　
た
は
各
総
合
支
所
町
民
課
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
郵
便
の
場
合
は
、
８
月
10
日
（
水
）
ま
で

　
の
消
印
有
効

■
そ
の
他

・
第
２
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試
験

　
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

・
不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
本
庁
総
務
課

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課

　
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

　
伊
南
総
合
支
所
町
民
課

　
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　
南
郷
総
合
支
所
町
民
課

　
０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　
町
の
保
育
所
等
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
支

援
し
、
親
子
・
子
ど
も
同
士
・
親
同
士
の
交

流
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
左
記
に
よ
り
保

育
所
な
ど
の
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

（
保
育
所
が
お
休
み
の
日
や
行
事
等
で
実
施
し

な
い
場
合
、
ま
た
日
程
が
変
更
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
）

☆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
施
設
）

　
子
育
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
地
域
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
施
設
で
す
。
子
育
て

中
の
親
子
交
流
の
場
、
親
に
と
っ
て
の
学
び
・

情
報
交
換
の
場
、
子
育
て
の
悩
み
解
消
・
相

談
の
場
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
び
わ
の
か
げ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
未
就
学
児
童
と
そ
の
保
護
者
・
家
族

　
び
わ
の
か
げ
保
育
所
入
所
児
童
と
の
交
流

　
保
育
な
ど

　
月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）
　

　
午
前
９
時
～
午
前
12
時
、

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
育
児
相
談
等 

随
時
受
付
（
電
話
相
談
可
）

　
無
料

　
び
わ
の
か
げ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
０
２
４
１
（
６
２
）
９
７
０
２

【
田
島
保
育
園
～
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
～ 

】

　
未
就
学
児
童
と
そ
の
保
護
者
・
家
族

　
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
こ

　
と
ば
遊
び
な
ど
）

　
月
、
水
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）
　

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
（
出
前
保
育
）

　
サ
ー
ク
ル
支
援
、
個
人
宅
支
援

　
火
、
木
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
母
子
健
康
相
談

　
奇
数
月
の
最
終
木
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除

　
く
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■
育
児
相
談
等 

随
時
受
付
（
電
話
相
談
可
）

　
無
料
（
た
だ
し
、
保
険
料
２
５
０
円
（
１
年

　
分
／
24
年
３
月
末
ま
で
有
効
）
が
必
要
で
す
）

　
田
島
保
育
園

　
０
２
４
１
（
６
２
）
１
０
４
６ 

ま
た
は

　
０
２
４
１
（
６
２
）
２
６
７
７ 

　
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

　
を
行
い
ま
す
。

②
各
種
検
査

　
事
務
適
性
検
査
、
一
般
性
格
診
断
検
査
、
　

　
職
場
適
応
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

第
２
次
試
験

　
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
小
論
文

　
お
よ
び
個
別
面
接
等
に
よ
る
試
験
を
行
い

　
ま
す
。

■
試
験
日
時
及
び
場
所

　

第
１
次
試
験
　

　
平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
30
分
（
受
付
）

　
午
前
10
時
～
12
時
（
教
養
試
験
）

　
午
後
１
時
～
（
各
種
検
査
）

　
県
立
田
島
高
等
学
校
（
南
会
津
町
田
島
字

　
田
部
原
２
６
０
番
地
）

　
本
庁
総
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
町
民
課

　
に
あ
り
ま
す
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
う
え
、
８
月
12
日
（
金
）
ま
で
（
執

　
務
時
間
中
に
限
る
。
）
に
、
本
庁
総
務
課
ま

　
南
会
津
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

■
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　
高
校
卒
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
職
種

　
一
般
事
務

採
用
予
定
人
員

　
若 

干 

名

■
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

　
該
当
し
な
い
者

③
年
齢
資
格
等

　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

　
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い

　
ま
せ
ん
。
）

■
試
験
の
方
法

　

高
校
卒
業
程
度
で
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

第
１
次
試
験

①
教
養
試
験

　
職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
び
知

申

申

℡℡ ℡℡

℡ ℡℡

場

料

問問 問問

問 問

日

日 日 日 日内 内 内 内対 対

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
南
会
津
町
職
員
採
用
（
高

校
卒
程
度
）
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
支
払
い
の

　
　
　
　
　
免
除
・
減
額
の
お
知
ら
せ

場料対 ℡

℡

℡ ℡ ℡ ℡日 日 日 日

問

問

問

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
　
保
育
所
開
放
の
お
知
ら
せ

日

自衛官募集のご案内

募 集 内 容 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

航空学生
来年4月1日現在、

18歳以上21歳未満の方
8月1日～ 9月9日

1次試験：9月23日（金）
（２次試験は１次合格者に通知）

一般曹候補生 

来年4月1日現在、

18歳以上27歳未満の方

8月1日～ 9月9日
1次試験：9月17日（土）

（２次試験は１次合格者に通知）

自衛官候補生

男子 年間を通じて実施 受付時にお知らせします。

女子 8月1日～ 9月9日
9月25日（日）～ 28日（水）
の間のいずれか1日です

▼ 詳しくは、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）をご覧ください。

▼ 問い合わせ先：自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所　TEL 0242-27-6724
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節電にご協力ください全国瞬時警報システム(J
ジェイ

-A
アラート

LERT)運用開始

全国瞬時警報システム(J-ALERT)とは？

全国瞬時警報システム(J-ALERT)でお知らせする情報

　東日本大震災の影響による夏の電力不足を乗り越えるために、政府は「節電目標１５％」の方針

を決定するなど、節電に対する取り組みは国を挙げての重要な課題となっています。

　福島県は計画停電の対象エリア外ですが、地域を指定しての計画停電を実施する場合もあるとし

ていますので、最大限の節電にご協力をお願いします。

　各家庭でできる節電の目安は下記のとおりです。無理のない範囲で節電にご協力をお願いします。

　町では、平成２３年６月１日から全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）による緊急放送を開

始しました。

　放送されたときは、内容をよく確認して、素早く対応してください。

　全国瞬時警報システム（Ｊ－Ａ

ＬＥＲＴ）は、気象庁が発表する

緊急地震速報と震度速報や、内閣

官房からの国民保護関係情報 ( ミ

サイル発射情報や大規模テロ情報

など）について、消防庁から発信

される情報を人工衛星を経由して

受信し、瞬時に町の防災行政無線

を自動起動させて、屋外スピー

カーや戸別受信機でその情報を町

民のみなさんにお伝えするシステ

ムです。

※それぞれ、放送内容を３回繰り返し「こちらは防災南会津町です。」の後、下りチャイム
　が鳴り放送が終了します。

（１）Ｊ－ＡＬＥＲＴの情報は、自動的に放送されるため、昼夜を問わず２４時間いつでも放送さ
　　 れます。
（２）緊急地震速報については、震源が近いときや直下型地震の場合は、速報が間に合わないこと
　　 があります。
（３）このシステムは、国のコンピューターが自動的に発信するシステムのため誤報の可能性があ
　　 ります。その場合キャンセル放送が流れます。
（４）気象警報速報については、自動では放送せずに状況に応じて放送を行います。
（５）放送時には、最大音量で放送されます。

▼“すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげ、エアコンの消費電力を抑制

▼使用する場合は、２８℃を目安に設定温度を２℃上げる

▼設定温度を「強 ⇒ 中」へ変更し、扉を開ける時間と
　冷蔵庫に入れる食品を最小限にする

・フィルターを定期的（2週間に 1回程度）に掃除しましょう。 

・除湿運転や頻繁なオン・オフは消費電力の増加につながるので注意しましょう。

・冷蔵庫は壁面から放熱をしています。壁からすき間を空けて設置し、放熱しやすくしましょう。 

・飲料など常温で保存できるものは、必要な分だけ冷やしましょう。 

・熱いものは冷ましてから入れましょう。 

・テレビは省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、必要なとき以外は消しましょう。 

・パソコンを使わないときは電源を切りましょう。

▼日中は照明を消して、夜間の照明も最小限にする

▼リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長時間
　使用しない機器はコンセントからプラグを抜く

▼炊飯器の保温をストップし、冷蔵庫で保存する

▼エアコンを止めて扇風機を使用

約　　　 Ｗ（約 10％）の節電

約　　　 Ｗ（約 10％）の節電

約　　 Ｗ（約２％）の節電

約　　 Ｗ（約５％）の節電

約　　 Ｗ（約２％）の節電

約　　 Ｗ（約２％）の節電

60

25

25

25

600

120

★エアコン利用時のポイント

★冷蔵庫利用時のポイント

★不要な電力はこまめにカット

■注意事項

130

約　　　 Ｗ（約 50％）の節電

情報の種類 放 送 条 件 チャイム／サイレン 放　　送　　例

緊急地震速報 推定震度５弱以上 ＮＨＫチャイム音
「大地震（おおじしん）です。
 大地震（おおじしん）です。」

震度速報 震度４以上 上りチャイム

「震度○の地震が発生しました。火
の始末をしてください。テレビ・ラ
ジオをつけ、落ち着いて行動をして
ください。」

国民保護関係情報
国からの情報を

全て放送

有事サイレン

（１４秒吹鳴）

「ミサイル発射情報。ミサイル発射
情報。当地域に着弾する可能性があ
ります。屋内に避難しテレビ・ラジ
オをつけてください。」

※その他、「ゲリラ特殊部隊攻撃情報」
　　「航空攻撃情報」「大規模テロ情報」
　があります。

国民保護情報
（内閣官房）

地震情報
（気象庁）

緊急事態の発生

南会津町
役　場

防災無線

人工衛星

■問い合わせ

　　本庁住民生活課消防交通係　℡ 0241－62－6120

これで節電がさらにアップ !

これで節電がさらにアップ !

これで節電がさらにアップ !
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◆後期高齢者医療制度加入の皆さんへ

◎「被保険者証」の更新について

　現在お持ちの被保険者証（ピンク色）は、平成２３年７月３１日（日）で有効期限が満

了します。新しい被保険者証（オレンジ色）は７月下旬に郵送します。ご確認の上、８月

１日以降に医療機関等にご提示ください。

◎「限度額適用・標準負担額減額認定証」は更新手続きが必要です

　世帯全員が住民税非課税の方の申請により交付された「限度額適用・標準負担額減額認

定証」（病院などで支払う自己負担限度額や入院時の食事代が安くなります。）も７月３１日

（日）で有効期限が満了しますので、役場本庁住民生活課国保年金係または各総合支所町民

課住民税務係にて更新の手続きをしてください。

◎平成２３年度保険料のお知らせ

　２月以降に７５歳になられた方、または、何らかの事由で年金からの天引きができない

方に、平成２３年度「後期高齢者医療保険料賦課決定通知書・納入通知書」を８月上旬に

郵送します。期限までに納入通知書にて保険料を納めてください。

　また、すでに４月以降の年金から特別徴収（年金からの天引き）が始まっている方につ

きましては、４・５月にお送りした「仮徴収開始通知書」により４・６・８月の保険料を

お知らせしました。１０月以降の保険料については「特徴開始通知書」を郵送しますので、

ご確認ください。

◆後期高齢者医療制度加入のご案内

◎６５歳から７４歳で、一定程度の障がいがある方へ

　６５歳から７４歳の方で、かつ、障害年金や障害者手帳等を持ちその等級が下記の方が

対象となります。

　障害基礎年金　　　　　　１・２級

　身体障害者手帳　　　　　１・２・３級および４級の一部

　精神障害者保健福祉手帳　１・２級

　療育手帳　　　　　　　　重度

　後期高齢者医療制度へ加入の意思がある方は、障がいの状態を確認できる手帳等、ご加

入の保険証と印鑑をお持ちの上、役場本庁住民生活課国保年金係または各総合支所町民課

で申請してください。

※加入していた被用者保険等（社会保険など）から脱退する手続きが必要になります。

※後期高齢者医療制度から脱退するときは、障がい認定を撤回する申請をして国民健康保

　険や被用者保険等に加入することができます。

※７５歳の誕生日を迎えた方は、加入手続きの必要はありません。

■問い合わせ

　本庁住民生活課国保年金係　　　TEL 0241-62-6120

　舘岩総合支所町民課住民税務係　TEL 0241-78-3325

　伊南総合支所町民課住民税務係　TEL 0241-76-7712

　南郷総合支所町民課住民税務係　TEL 0241-72-2225

　行政相談員は、総務大臣から委嘱され、役所（国・県・市町村）やＮＴＴなどの特殊法人等の仕

事に関する苦情や困りごと、要望などについて相談に応じ、解決のお手伝いをしています。

　町には、３名の行政相談員がいらっしゃいます。相談は無料で、電話でも随時受け付けておりま

すので、お気軽にご相談ください。

●７月２２日（金）

　14:30～15:00　よさこい凜道

　15:00～15:30　龍巳会（太鼓）・郷人

　18:30～　バナナの叩き売り

●７月２３日（土）

　10:30～11:30　楊名時太極拳の演武

　13:00～13:30　エンタ－テイメントショー

　14:00～15:00　楊名時太極拳の演武

　19:00～19:30　エンタ－テイメントショー

　※夕方からバナナの叩き売りもあるよ！
　※神事の進行状況により、開始時間が変更とな
　　る場合がありますので、ご了承ください。

　★両日とも江戸下町職人展開催

※エンターテイメントショー

　君小路あやまろこと亀ひろし

  ～ものまね・お笑い・マジック～

　　子どもから大人まで楽しめる！　  

　ものまねレパ－トリ－

　　綾小路きみまろ /近藤真彦 /

　　秋川雅史 /桑田佳祐 /

　　吉　幾三 /北島三郎 /

　　氷川きよし /西城秀樹 /

　　Mr．マリック　他多数　

後期高齢者医療制度のお知らせ ～住民と行政の「つなぎ役」～

～会津田島祇園祭～

行政相談員をご紹介します

中町駐車場で南会津町・台東区友好都市交流事業開催

室井宗一郎さん（静川）

TEL0241-62-2760

平野 弘明さん（塩ノ原）

TEL0241-78-2088

齋藤　直さん（界）

TEL0241-73-2156

　

　滝原地区( 滝原字龍沢原 1728-2) に、地場産木材の活用推進と自然エネルギーの利用啓発を目的

とした持続可能で健康的な地域循環型の環境共生コミュニティモデル施設『うつくしまロハスセン

ター』( ５棟 )が完成しました。この施設の活用を通して、数戸単位で自立した小規模太陽光発電

や木質バイオマスによる給湯暖房など再生可能な自然エネルギーの有効性などを検証し、地場産材

の活用促進と自然エネルギーの導入促進につなげていきます。

『うつくしまロハスセンター』完成
環境共生型モデル実証コミュニティ施設

　また、毎週金曜日から日曜日まで施設内で営業をはじめる

「あらかい健康市場」では、健康的な衣食住生活を支援する

様々な品物をご紹介し、割引でご購入いただけるほか、農薬

を使わないで栽培された地元産のおいしい玄米による日替わ

り定食や旬の野菜カレー、様々なオーガニック食品なども有

料で提供いたします。健康的な食生活に興味のある方や自然

エネルギーに興味のある方など、お気軽にご来館ください。

　なお、うつくしまロハスセンターは年中無休（年末年始を

除く）で、午前１１時から午後３時まで開館しています。

うつくしまロハス

センター

施設内の

「あらかい健康市場」

■問い合わせ
　役場環境水道課　TEL0241-62-6140
　ロハスセンター　TEL0241-66-3214
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～「倒産・解雇などで離職された方へ」～

平成２２年４月から、倒産などで離職された方の国民健康保険税軽減制度が始まりました。

１、対象者　

　次の要件をすべて満たす方が対象となります。
　　①　平成２１年３月３１日以降に離職した方

　　②　離職時の年齢が６５歳未満の方

　　③　「雇用保険受給資格者証」の離職理由コードが次に該当する方

３、軽減期間

　　離職日の翌日から、翌年度末までの期間です。制度が始まる前１年以内に離職された方は、
　平成２２年度分に限り国民健康保険税が軽減されます。

２、軽減内容　

　・国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。
　・軽減は、前年の給与所得をその３０／１００とみなして行います。
　・高額療養費の所得区分判定についても、給与所得を３０／１００とみなして算定します。

４、申告方法　

　軽減を受けるには申告が必要です。次のものを持参の上、申告してください。
　　①	必要なもの

　　　■ 雇用保険受給資格者証

　　　■ 印　鑑

　　②申告・問合せ先

　　　■ 本庁税務課　課税係　　　　　　TEL ０２４１－６２－６１１０

　　　■ 舘岩総合支所町民課住民税務係　TEL ０２４１－７８－３３２０

　　　■ 伊南総合支所町民課住民税務係　TEL ０２４１－７６－７７１１

　　　■ 南郷総合支所町民課住民税務係　TEL ０２４１－７２－２１１１

区　分
対　象
コード

離 職 理 由

特　定

受　給

資格者

１１ 解雇

１２ 天災等の理由により事業の継続が不可能となったことによる解雇

２１ 雇止め（雇用期間３年以上雇止め通知あり）

２２ 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）

３１ 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職

３２ 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職

特　定

理　由

離職者

２３ 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）

３３ 正当な理由のある自己都合退職

３４ 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間１２か月未満）

※特例受給資格者（季節雇用で離職）及び高年齢受給資格者（６５歳到達日以後の離職）

　の方は対象となりません。

区　分 離　職　日 軽　減　期　間

制　度
開始前

平成２１年３月３１日から
平成２２年３月３０日まで

平成２２年４月から
平成２３年３月まで

制　度
開始後

平成２２年３月３１日以降
離職日の翌日から
翌年度末まで

国民健康保険税の軽減について国民年金保険料の納付が困難な場合には･･･
　経済的な理由などで国民年金保険料を納付することが困難な場合、保険料
が免除となる「保険料免除制度」があります。
　制度を利用するためには、窓口に申請し、承認を受ける必要があります。

　

中
退
共
制
度
は
、
昭
和
34
年
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
設
け
ら
れ
た
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　　

中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

ば
、
安
全･

確
実
・
有
利
で
、
し

か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。 

　

こ
の
中
退
共
制
度
は
、
独
立
行

政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
・
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
（
中
退
共
）
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

免除対象期間は、７月から翌年の６月まで

保険料が免除となる方

・前年の所得（収入）が少なく、保険料の納付が困難な方

　 「申請者本人」、「申請者の配偶者」、「世帯主」それぞれの前年所得などが 
   定められた基準に該当していることが必要です。

・失業などにより保険料の納付が困難な方

　 退職（失業）による特例免除があります。
　 失業していることを確認できる公的機関の証明の写しが必要です。
　 （雇用保険受給資格者証、離職票など）

※ 学生および任意加入被保険者の方は対象外です。

　 学生の方で国民年金保険料を納付することが困難な場合は「学生納付特例制度」をご利用ください。

■問い合わせ

　会津若松年金事務所　℡0242-27-5321（ナビダイヤル③番）

　本庁住民生活課　℡0241-62-6120　または　各総合支所町民課

保険料免除は４段階

全額免除：保険料の全額（月額１５，０２０円）が免除されます。
一部免除：保険料の一部を納付することにより、残りの保険料が免除されます。

※一部免除の期間は、納めなければならない保険料を納付しないと未納扱いとなります

　のでご注意ください。

※保険料の免除を受けた期間は受け取る年金額が少なくなります。このため、１０年以

　内であれば、免除された保険料を納付すること（追納）ができます。追納については、

　会津若松年金事務所までお問い合わせください。

平成２３年度の１か月の納付額

区　　分 納　付　額 免除される額

全額免除 ０円 １５，０２０円

１／４納付（３／４免除） ３，７６０円 １１，２６０円
１／２納付（半額免除） ７，５１０円 ７，５１０円
３／４納付（１／４免除） １１，２７０円 ３，７５０円

知っていますか？中退共制度
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　８月に町内で行われる献血は下記のとお
りです。患者さんにとってより安全性の高
い４００ｍＬ献血にご協力をお願いします。
　県内では血液が不足していますので、皆
さんのご協力をお願いします。
　南会津町役場前（８／１７）は、ライオ
ンズクラブさんの協賛で行なわれます。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ７月２８日 木
６～８か月歳児健康相談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成２２年１２月～
平成２３年１月生まれ

  ８月３１日 水
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊南会館

 平成22年6月～ 8月生まれ
 平成22年12月～

平成23年2月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

７･８月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　７月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成 2 3年３月生まれ

 　７月２７日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成20年1 ～ 2月生まれ

 　８月　３日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00
平成21年12月～

平成22年1月生まれ

 　８月１７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 3年４月生まれ

 　８月２３日 火
2歳児歯科健康診査
（舘岩･伊南･南郷地域）

12：30 ～ 13：00 伊南会館 平成21年4月～ 9月生まれ

 　８月２５日 木
2歳児歯科健康診査
（ 田 島 地 域 ）

12：30 ～ 13：00
保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成21年7月～ 8月生まれ

※日程が変更になることがありますので、通知をご確認ください。

７、８月の日曜当番医

７月１７日 あべクリニック� TEL 0241-62-8733

　　 ２４日 みなみあいづ眼科� TEL 0241-63-3011

　　 ３１日 きむらクリニック� TEL 0241-62-5576

８月　　７日 佐藤医院 (下郷町 )�TEL 0241-67-2134

　　 １４日 高橋医院� TEL 0241-62-0040

　　 ２１日 芳賀医院 (下郷町 )�TEL 0241-67-2128

　　 ２８日 長谷川医院� TEL 0241-62-0032

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225
■問い合わせ　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180

接種スケジュール等

献血のお知らせ 

８月１７日（水）

 ・広域消防署前　　　    9：30 ～ 10：30

 ・田島税務署前　　　  11：00 ～ 12：00

 ・南会津町役場前　　  13：30 ～ 16：30

小児救急電話相談

夜間の子どもの急病で困ったときは、上記に電話してくだ
さい。（午後７時～翌朝８時まで）

短縮ダイヤル ＃８０００

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の

なかったお子さんを紹介します。

今月は 11 人のおともだちがむし歯ゼロでし

た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

湯田 梨
り ゆ な

結奈ちゃん

（田島）

箭内　悠
ゆうせい

成くん

（田島）

細井　淳
じゅんいちろう

一朗くん

（田島）

湯田 梨
り お な

音菜ちゃん

（田島）

長岩　歩
あ ゆ む

夢くん・拓
た く む

夢くん

（田島）

湯田　妃
ひ め か

華ちゃん

（田島）

湯田　紗
さ な

名くん

（田島）

佐藤　新
あらた

くん

（南郷）

渡部　琉
る な ん

南ちゃん

（田島）

芳賀沼 楓
ふ う な

那ちゃん

（田島）

小児用肺炎球菌ワクチン ヒブワクチン 子宮頸がん予防ワクチン

接

種

開

始

年

( 月 )

齢

2か月齢以上
7か月齢未満

初回免疫 ： 27日間以上の間隔で3回
※3回目の接種は、12か月齢未満まで
　に完了する。
追加免疫 ： 3回目の接種後60日以上
の間隔で1回（標準として12か月齢か
ら15か月齢の間に行う）

初回免疫 ：4週間から8週間の
間隔で3回

追加免疫 ： 3回目の接種後、
おおむね1年後に1回

対象者：中学1年生～
　　　　高校1年生の女子

接種回数：6か月の間に3回

接種時期：

　2回目（1回目から1か月後）

　3回目（1回目から6か月後）

7か月齢以上
12か月齢未満

初回免疫 ： 27日間以上の間隔で2回
追加免疫 ： 2回目の接種後60日以上
の間隔で1回（12か月齢後に行う）

初回免疫 ： 4週間から8週間
の間隔で2回
追加免疫 ： 2回目の接種後、
おおむね1年後に1回

１歳以上
2歳未満

60日以上の間隔で2回

１回
2歳以上
7歳未満

1回

料

金

自己負担額 １，１００円 ８８０円 ０円

町負担額 １０，１６７円 ７，９７２円 １５，９３９円

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ ・ 小児用肺炎球菌ワクチン接種

　町では、本年度より、新たに子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ ・ 小児用肺炎球菌ワクチン接種を実施するこ
とになりました。対象となる皆さんのところには説明書と予診票を配付しておりますが、ヒブ ・ 小児用肺炎
球菌ワクチンの説明書に誤りがありましたので、下記スケジュールを参考に接種してください。
　なお、子宮頸がん予防ワクチンの接種は、７月末開始予定です。予防ワクチン接種開始は町のお知らせや
町ホームページ等で周知しますので、医療機関への連絡は周知後にしてください。

●接種の際は予診票に記入をし、母子手帳を持参してください。
●県外や福島県医師会に加入していない医療機関で接種される場合は、接種料金を一時立て替えていただき
　ます。接種翌月までに手続きをすると料金は戻ります。詳細は下記に連絡してください。
●接種希望の医療機関に連絡をして、ワクチンの有無や接種日を確認してから受診してください。
●接種は強制ではありません。効果、リスク等を判断して接種を決めてください。
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　３月２６日(土)に開催予定でありました『息吹

～南山義民喜四郎伝』の振替公演日が決まりまし

たのでご連絡いたします。

　ご購入いただいたチケットに関しては、下記の

とおりの取扱いとなりますのでご確認ください。

≪振替公演にご来場いただける場合≫

　ご購入いただいたチケットを今回の９月公演チ

ケットと引き換えの上、ご観覧いただけますので、

引き換えされるまでチケットを大切に保管くださ

い。なお、事前に事務局までご予約の連絡をお願

いいたします。

≪振替公演にご来場いただけない場合≫

　右記によりチケット代金を払戻しいたします。

日　時　2011年 9月23日（金 ･ 祝日）

　　　　昼の部 13:30開演 （13:00開場）

　　　　夜の部 18:00開演 （17:30開場）

会　場　御蔵入交流館文化ホール

問合せ　息吹公演事務局

　　　　南会津町井桁 228

　　　　TEL 0241-78-7077

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】

鉄は魔法つかい　　　　　　　　畠山　重篤　著

乗り越える力　　　　　　　　　荒川　静香　著

わすれんぼうにかんぱい！　　　宮川　ひろ　作

土手をかけおりよう！　　　　あんず　ゆき　作

おじいちゃんの大切な一日　　　　重松　清　著

こわかったよ、アーネスト　

　　　　　　　　　　ガブリエル　バンサン　作

しげちゃん　　　　　　　　　　　室井　滋　作

世界は気になることばかり　　　五味　太郎　作

山猫たんけん隊　　　　　　　　松岡　達英　作

【一般図書】

先送りできない日本　　　　　　　池上　彰　著

カンブリア宮殿就職ガイド　　　　村上　龍　著

雲のカタログ　　　　　　　村井　昭夫　文・写真

千年震災　　　　　　　　　　　都司　嘉宣　著

ひとり飲む、京都  　　　　　　 太田　和彦　著

ウエディング・ベル　　　　　五十嵐　貴久　著

天頂より少し下って　　　　　　川上　弘美　著

真夏の方程式　　　　　　　　　東野　圭吾　著

異境　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

月は怒らない　　　　　　　　　垣根　涼介　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  ７月の休館日

  ８月の休館日

9 月 23 日、振替公演決定！
息吹～南山義民喜四郎伝 

・払戻し期限　平成２３年９月２３日（金）
・払戻し場所　息吹公演事務局

※チケットのご予約、ご不明な点などございま
　したら、事務局までお問い合わせください。

　『お話し会』を開催します。

　■日　時　７月３０日（土） 　午前１１時～

　■場　所　図書館内読み聞かせコーナー

　■参加料　無料

　■対象者　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

　くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

図書館イベント

７月のイベント

南

「南会津マスターコース 2011」コンサート　
　第１部　「歌を歌って体内活性化！腹式呼吸でお腹スッキリ！」･･･ 桐朋学園芸術短期大学松井康司教授（声楽）による、

　　　　　ボイストレーニング方法や発声と健康に関わる講座
　第２部　松井教授と南会津マスターコースの研修生によるコンサート

■日     時　７月３０日（土）

　　　　　　　 １５：００開演（１４：３０開場）　

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　南会津文化ホール運営委員会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１

決定版！中国雑技団　～中国伝統芸術の世界～
　雑技あり、変面あり、伝統楽器の演奏ありのとってもぜいたくなイベントです。

　中国伝統芸術を生で観て、中国の文化に触れてみませんか？

■日     時　７月２３日（土）

　　　　　　　 １３：３０開演（１３：００開場）

■入 場 料　大人2,000 円、子ども1,000 円（高校生以下）　全席自由

■主 催　南会津文化ホール運営委員会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１

会津
送るへ

　「８月１５日の思い出」

　ふるさと南会津会　会長　飯泉和子　

　ＮＨＫの朝ドラ『おひさま』の子どもたちと同

世代の私。あの頃の学校の授業は野外活動ばかり。

春は裏山で蕗採り（塩漬けにして兵糧になったと

か）、夏は水無川の河原で野菜作り（かぼちゃは大

きくならなかった）、秋は田圃で蝗捕り（学校の収

入源に）、お陰で今も山や野を巡るのが大好きです。

　昭和２０年８月１５日、６年生の私達有志は学

校で慰問袋を作成しており、お昼を食べに一時下

校。道の途中、自転車を飛ばしてきたおじさんに

「早く家に帰れ」と怒鳴られ、びっくりして急いで

我が家へ。ラジオの前に父を先頭に家族全員正座。

父の恐い一声で急いで座ると間もなく「耐え難き

を耐え忍び難きを忍びここに終戦することを汝臣

民に告ぐ」玉音放送でした。

　２学期の最初の授業は、墨を摺り地理と歴史の

教科書を塗り消すことでした。

　国土が狭くなり神話が否定されたのです。いざ

なぎ・いざなみの神様の国づくりから始まる物語

は、日本人の偉大なロマンでしたのに ･･･

　教育で人はどの様にも変容することを身を持っ

て体験した国民が戦後の混乱と困窮を乗り越え、

今の繁栄を築いたこと、無謀な戦争の犠牲になっ

た尊い命のことを忘れてはならないと思います。

「大東亜戦争」はネと云って笑われ、世界第二次戦

争ですかと云う若い人たちには、歴史の一コマな

のです。

　風化させてはいけない負の遺産も又歴史の一コ

マなのでしょうか。進駐軍が町に来ると聞いて、

「ぼくが和ちゃんを守ってあげるからね」とズボン

のポケットに小石を一杯入れて力んでいたあの男

の子は元気でしょうか。

　終戦記念日の８月１５日は盆の日でもあります。

　旧田島町では、２０歳になった同級生が再び集

い、豊年盆踊りの運営全般を仕切ります。離れば

なれになった同級生が再び集い寄付集めや舞台等

力を合わせて行う一大イベントです。同級生との

契を深め、ふるさとへの感謝を思う集いです。

　戦後復活した先輩から後輩へ繋ぐしきたりです。

　私も貴方も２０歳のあの日、青春の感動を経験

できましたね。

　故郷があるから強くな

れる。心を通わせる友が

居るからガンバレる。今

元気で居られることを感

謝し、一日一善自分にで

きることを心がけて過ご

したいと思う日々です。 飯泉和子さん（西町出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します
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　東日本大震災発生から４か月が経ちました

が、東京電力福島第一原発事故も収束に向か

うまでは、まだまだ時間がかかりそうです。

　そのような中、震災や原発事故の風評被害

により、当町を訪れる観光客も激減し、農林

業をはじめ、商工業、観光業などで大きなダ

メージを受けております。

　それでも、震災直後にはまったく目にする

ことがなかった観光バスが、最近は少しずつ

町内で見受けられるようになりました。

　そこで町民の皆さまには、本町を訪れてい

る観光バスを見かけましたら、歓迎と感謝の

気持ちをこめて、ぜひ、観光バスに乗車され

ている皆さまに笑顔で手を振っていただきま

すようご協力をお願いいたします。

◆問い合わせ　南会津町風評被害対策委員会

　　　　　　　事務局（TEL 0241-62-6240）

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

今回は、下記日程により実施いたします。

お気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　７月２７日（水）　　９：００～１１：００　舘岩総合支所

　７月２９日（金）１４：００～１６：００　南郷総合支所

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　７月２７日実施分 ･･･ 舘岩総合支所振興課企画観光係　

　　　　　　　　　　　TEL ０２４１－７８－３３３０

　７月２９日実施分 ･･･ 南郷総合支所振興課企画観光係　

　　　　　　　　　　　TEL ０２４１－７２－２９００

『笑顔で歓迎､手を振ろう』運動への協力について

観光バスに、歓迎と感謝の気持ちをこめて･･･

町内のサークルや団体などの情報や活動状況などをお知らせします。

掲載を希望される団体は、総合政策課広報情報係までご連絡ください。連絡先は下記のとおりです。

　TEL：0241-62-6210　　メールアドレス：kouhou@town.minamiaizu.lg.jp

　この会は、平成１５年５月に田島町老人クラ

ブの合唱愛好者を母体として誕生しました。現

在は、高齢で歌が好きな人が集まって活動して

います。練習は月２回、主に高齢者センターを

お借りして、会員でもある渡辺豊一さん、渡部

満さん、星玲子さんの指導の下、練習に励んで

おります。

　昨年は、６月に南会津合唱交流会に参加し、

７月には老人会郡大会に出演させていただき、

秋には老人福祉大会でも発表することができま

した。練習以外にも、花見の会など会員同士の

交流を深め、高齢者の生きがいづくりができる

よう、また、老いを忘れて声を出して歌うことで、

健康づくりにも役立つのではと思い、会員一同、

和気あいあいと楽しく活動しています。興味の

文化団体の紹介⑮

発表会での１コマ

ある方はぜひご参加ください。

◆連絡先　団長　渡部マサ子

　　　　　（TEL 0241-62-1163）
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つゆじ 【作り方】
①  煮干しの頭と腹わたを取って木綿の袋に入れ、
　  水から入れて沸騰する寸前に取り出します。
②  つと豆腐は７mm厚さの輪切りにします。
③  さといもは皮を剥き、７mm厚さくらいの輪
　  切にして、塩でよくもみぬめりをきれいに洗
　  い落します。
④  にんじんは皮を剥き、３mm厚さの切り出し
　  型（小刀切り）に切ります。（皮むきで先に剥
　  かないで、切ってから包丁で剥きます）
⑤  きくらげは水で戻してきれいに洗い、石づき
　  を取って形を整えます。

⑥  鍋に煮干しのだし汁と貝柱を入れ、材料全部
　  を入れ、塩少々を加えて煮ます。（貝柱は前日
　  に水に浸しておきます）
⑦  材料が軟らかくなったら、調味料を入れて味
　  を整えます。（田島のつゆじは塩味が基本なの
　  で、醤油はほんの少しで隠し味程度）
⑧  ほうれん草をサッと茹で、冷水にさらして2cm
　  くらいに切ります。
⑨  かいしきに具と汁を一緒に盛り付け、ほうれ
　  ん草をのせれば「つゆじ」の完成です。

【材　料】（４人分）
さといも 250g(約5個）、にんじん 2/3本(10cm)、
つと豆腐 1本、きくらげ(乾) 6g、ほうれん草 
適宜、だし汁(煮干) 350㏄、貝柱 3個、塩 小さ
じ1/2、醤油 小さじ1/2

《由　来》

祝い事、お祭り、お正月、お葬式などに
作りますが、どんな飢饉があっても、身
近にある食材で作ることができることで
作り続けられて来ました。
あまりのおいしさに何度もおかわりをし
てしまうことから “汁を重ねる″＝『汁

つ ゆ じ ゅ う

重』
と言われ、「つゆじゅう」から「つゆじゅ」
となり、なまって現在の「つゆじ」にな
ったと言われています。

今回の先生は、伊藤　新さん（西番場）と
　　　　　　　渡部波枝さん（中町）です

このコーナーでは、郷土料理をはじめ南会津ならではのレシピを紹介します

前沢地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定

　平成２３年６月２０日付官報の文部科学省告示第９７号により、前沢集落の前沢伝統
的建造物群保存地区 ( 約１３．３ヘクタール ) が、重要伝統的建造物群保存地区に選定さ
れました。
　保存地区選定は、全国で９１地区目であり、県内では下郷町の大内宿に次いで２地区
目となります。


